
リメンバー新聞 67号

次回の遺族会

2014年5月30日

第64回
6月1日(日）13：15から
名古屋北生涯学習センター
地下鉄名城線「黒川」下車
（4番出口）よりすぐ
参加費：500円

その次は・・・
第65回 8月の日曜日 
※6月初旬に日程が決まります。

日程は、ホームページまたは、電
話案内でご確認いただけます。
パソコンの方
http://will.obi.ne.jp/remember/
携帯電話の方
http://www.will.obi.ne.jp/m/
電話案内（録音でのご案内）
090-8544-9408

④番出口

北生涯学習
センター

地下鉄黒川駅

２０１４年４月２０
日、愛知牧場にて第
１９回春の遠足を行
いました。

編集・発行
リメンバー名古屋自死遺族の会
http://will.obi.ne.jp/remember/
remember_nagoya@yahoo.co.jp
FAX：020-4668-8925
郵便：〒460-0003
名古屋市中区錦2-18-5 MBE178  
         リメンバー名古屋

春の遠足
終
了

　今回は９名の方にご参加いただき、愛知牧場に行ってき
ました。愛知牧場はいつも雨だったり寒かったり……なの
ですが、今回も数日前までの天気とは打って変わって、寒
かったです。
  普段遺族会でお会いするみなさんと、バーベキューをし、
その後、近くのビニールテント（？）の下で、お湯を沸か
してお茶を飲みました。
  遺族の方同士、普段から少しでも支え合える関係ができ
ればという思いから行っているものです。次回は秋、１０
月を予定しています。よろしければご参加ください。

※写真は何年
か前に撮った
愛知牧場です。
今回はこんな
には晴れてい
ませんでした
が……

次回「ディアレスト」のご案内
  家族ではないけれども大切な人を自死で亡くされた方を対象
に、２ヶ月に１回、遺族会「ディアレスト（Dearest）」が開催
されています。
日時： 2014年7月27日（日）13:30-16:00
場所： 名古屋市中村生涯学習センター
地下鉄東山線「本陣」駅4番出口より徒歩5分
対象： 家族以外の大切な人（恋人・婚約者・パートナー・親友・同僚・
上司・部下・先輩・後輩・先生・生徒、など）を自死（自殺）で亡くされた
方
参加費：５００円

「～こころの居場所～ＡＩＣＨＩ自死遺族支
援室」次回のわかちあい
 以下のように開催されます。詳しくはホームペ
ージ等をご覧ください。 
日時： 2014年7月12日（土）
� 13:30～15:30（開場13:15) 
場所： 東桜会館 第一会議室
� 地下鉄新栄、高岳両駅から徒歩5分

参加費：500円
連絡先：cocoroibasyo@yahoo.co.jp　
　　�０９０－４４４７－１８４０
　　　水・木 15:00～20:00
� 日曜日 18:00～20:00
� http://cocoroibasyo.org/

新聞郵送をご希望の方へ

１月～６月末までのお申し込み（前
期）…１０００円　もしくは　82円切手
(80円切手も可）１３枚 
７月～１２月末までのお申し込み（後
期）…５００円　もしくは　82円切手
(80円切手も可）７枚 
お申込みは、郵便番号・住所・氏名
を記入の上ご送金いただくか、切手
をご郵送ください。遺族会の当日、
受付でお支払いいただいても結構
です。
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生きてる意味を考える。

先日の大学の授業でのテーマだ。

こういうものは人から教えられるものではな

いのに。

やや呆れながらも湧き上がる好奇心を抑えき

れなかった。 

僕はなんで生きてるんだ？毎日そんなことば

かり考えて生きてきた。絶望した時だけじゃ

ない。トモダチと別れた時、美味しいご飯を

食べた後、眠りに落ちるその前、ふとした時

思いついたように浮かんではしばらく離れて

くれなかった。

父が死んだ時、死んだら全部終わりなんだと

はっきりわかった。善人でも悪人でも現世で

したことはあの世へ持っていけない。何もか

もリセットされてゼロになる。それなら、な

ぜ生きてるんだろう？高校生の頃、太陽が数

十億年後に爆発して地球は滅びるという話を

聞いた。16歳の僕は衝撃を受け、無力感に打

ちひしがれた。あれから9年。僕は身体も心も

大きくなって少なからず自分の意見を持って

講義に向かっている。思考の一助になれば良

いと思ったからだ。にも関わらず、かけられ

た言葉はため息が出るほどつまらないものだ

った。

「五分程差し上げます。周りの方とグループ

になり、自身が生きている意味とは何かを相

談してください。ぼんやりで結構ですので何

かしら答えを考えてみてください」

嘲るような笑いが自然とこぼれた。

あまりにも無茶苦茶な要求に笑うしかなかっ

た。

退屈したトモダチは「そんなもん一生かかっ

てもわからんわ」

と言い残して机に突っ伏し眠りに落ちた。彼

の答えは僕が想定していた通りのものだっ

た。

僕は自分以外の人間の大半は頭の中空っぽだ

と思ってる。生きてる意味なんて考えないの

だろう。ぼんやりとなんとなく毎日を過ごし

て、皆似たような未来を生きてく。死を知ら

ないから、身近なものに感じていないから、

生きてる意味なんて考えない。だから、わか

らないの一言で思考を放棄するのだ。

講義堂の後ろでは頭空っぽの連中がやかまし

くしている。講師はさすがに見て見ぬふりで

きず、明らかに形だけの注意をした。これか

ら90分近くこんな茶番の中にいなきゃいけな

いのか。そう思うと心底うんざりしてきた。

トモダチは既に本域の眠りに入っている。僕

は所在なく、窓の外に居場所を求めた。青空

を裂くように飛ぶ鳥々。緩やかに日々を包む

陽光。揺れる木々。長閑だ。この大学に来て

一ヶ月。ようやく窓の外の景色にも慣れてき

た。（続く）

連載③  「ここにいること」(本音編)   羊のミケ

もう関連づけるのは辞めにしよう。したい。

たとえ今が息苦しくて、心の栄養が枯渇して

いたとしても、あの頃の彼と2014年6月を生き

る3人とはもう永遠に街ですれ違うことすらな

いのだから。彼にはこの世界中のどの言語を

用いても言い表せない、感情がある。それも

パラパラ捲る色見本の如く刻々と変動する。

日々の雑多に追いやられている時は、まだい

い。皆が寝静まると私の心は暴走する。そん

な時は瞑想し浮かんでは消える想いをただ自

然に受け留め、入れ、流す。さぁ前を向いて

歩くのです。歩かなくていい振り返っていい

けど、執着心は手放そう。気持ちだけでも振

りだけでも、いいから前進しよう。（Ｓ）

寄稿

スタッフ募集

遺族会に参加したことがある方で、
会の活動のお手伝いをいただける
方募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

寄稿募集

寄稿文を募集
しています。詳
しくはお問い合
わせください。



リメンバー新聞　第67号 2014年5月30日③

2013年度会計報告
  たいへん遅くなりましたが、2013年度(2013年1月1日～2013年12月31日の会計報告がようや
くまとまりましたので、ご報告させていただきます。

【収入】�� � 101,299

●遺族会会費� � 68,300
2月�  11,500
4月�  9,000
6月�  13,300
8月�  9,500
10月�  12,500
12月�  12,500

●リメンバー新聞会費�24,360
●その他�   � 8,533
寄付�   � 11,240
望年会残金� 4,143
切手収支残高調整�
� � △6,850

●受取利息� � 106

【支出】�� � 117,304

●会場費�   � 42,580
●事務費�   � 9,618
コピー代、封筒、プリンターインク他�    
●交通費�   � 5,360  
会場予約、文庫、遺族会用品運搬等�

●通信費�   � 53,954 
私書箱開設・転送費用�
� � 21,390
新聞・冊子等送付
� � 15,360
遺族会携帯� 12,594
サーバーレンタル,資料送付他
�  � 4,610

●雑費�� � 5,792
遺族会お茶コップ他

� �  
【今期収支差額】� △16,005

【資産】�� � 712,404
●現預金切手計� 712,404

【負債】�� � 0
●未払金等� � 0
�  
【正味財産】� � 712,404
●昨年度からの繰越� 732,759
●今期収支差額� △16,005
●イベント会計へ移管�0

今期収支差額�△16,005
をそのまま、次期に繰り越し。

収支計算書(遺族会会計)

貸借対照表(遺族会会計)

  遺族会の時いただいております会費(現在500円)は、

下記のように使わせていただいております。また、

共に支え合うという自助グループであることから、

スタッフとしての参加者も参加費を支払って会の運

営に充てています。

  これまで同様、会計規定に則り大切に使わせてい

ただきます。

  また2013年3月、2013年11月に「自死遺族向けセミ

ナー」を開催しましたが、その費用は、遺族会会計

とは別に、「愛知県地域自殺対策緊急強化基金」で

賄っております。

【収入】�� � 0
●遺族会会計より振替
� � � 0
【支出】�� � 33,970
2013/11セミナーお茶お菓子
【今期収支差額】� △33,970

【資産】�� � 466,030
●現預金切手計� 466,030

【正味財産】� � 466,030
●昨年度からの繰越� 500,000
●今期収支差額� △33,970

そのまま、次期に繰り越し。

収支計算書(イベント会計) 

貸借対照表(イベント会計)

 ※今後のイベント、冊子制作等大きな出金の
ための保管会計

リメンバー名古屋 会計規定 2007

「会の活動」に関してかかる収入・費用を、以下のよう
に定め、会の会計により処理するものとする。

・会の活動とは、遺族会、スタッフ会議、講演会シンポ
ジュウムなどのイベント、他団体自治体等との必要な会
議、会に対する取材対応、遠足の会、作文の会など。
・会の名前を使用するなどしていても、個人的な講演、
寄稿、取材などについて、その報酬、費用について、
会の会計は関与しない。
・講演会、シンポジウムなど大規模なイベントなどにつ
いては、独立採算を基本とし、最終損益の処理は都度
検討する。
・以下に規定のないものは、都度協議する。

収入
---------------------------------------
■会費
遺族会における会費・郵送会員年会費
■寄付、助成金等
寄付、助成金収入

■イベント収入
イベント時の収入

費用
---------------------------------------
■会場費
「会の活動」のための必要な会場使用にかかる費用。
遺族会、会議における会場費用等。
■通信費
「会の活動」のための必要な通信費。
遺族、関係者との連絡、物品の移動にかかる通信費な
ど。
会のホームページ設置にかかる費用。
郵送、宅配便等は実費。
会名義の電話費用全額。
個人名義の電話、FAXでの通信費は、概算で請求。
■交通費
「会の活動」のうち、会を代表して対外的に行うものに
かかる交通費。
会場取得、他団体自治体等との必要な会議、会に対
する取材対応など。
遺族会、スタッフ会議、遠足の会、作文の会などへの

出席のための費用は含まない。
但し、会の運営に必要な荷物の運搬のために車で移
動した場合を除く。
公共交通機関の場合・・・実費
車移動の場合・・・駐車料金、ガソリン代等、実費相当
分
■事務費
「会の活動」のための必要な事務費。
新聞、パンフレット、アンケート、会議資料などの用紙、
印刷費用。
■雑費
遺族会で使用するお茶、コップなど。
スタッフ内のみでの飲食費などは不可。
■イベント費用
イベント時の費用。
■交際費等
基本的に不可。
■活動報酬的なもの
基本的に不可

ご寄付いただきましたみなさ

ま、どうもありがとうござい

ました。
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  ２００３年１２月に第一回の分かち合いを開いたリメンバー名古屋は、２０１３年１２月
で１０年の節目を迎えました。そこで、これまで会にご参加いただいた皆様の思いを集めた、
冊子制作を行うこととなりました。
  昨年度より原稿を募集しておりました冊子の制作は、今年度の事業として引き続き行うこ
ととなりました。
  二期募集をします。みなさまの原稿をお待ちしております。

「自死遺族のあの日・自死遺族のその後（仮題）」

リ メ ン バ ー 名 古 屋 1 0 周 年 記 念 冊 子

【一般の部】…家族・友人・恋人など、大切な方

を自死で亡くされた、概ね70歳以上の方

【リメンバーメンバーの部】…・・・リメンバー

名古屋の遺族会に継続的に参加したことのある方

（年齢制限なし）

「あの日のこと」「あの日の思い」「その後のこ

と」「その後の思い」「あの人への思い」をテー

マに文章をお寄せください。詩、短歌など、短い

ものも可。字数制限はありませんが、長い場合調

整をお願いする場合があります。

応募要件

規    定

二期原稿募集

２０１４年９月３０日
(書き始めた方は早めにお知らせください。）

メールでの応募可。ご連絡させていただく必要が
ありますので、ご住所・お名前・電話番号・メー
ルアドレスを必ずお知らせください（情報の秘密
は厳守致します）。
☆掲載時のお名前：匿名で大丈夫です。どのよう
に掲載するか、お知らせください。

下記までお問い合わせください。
メール：remember_nagoya@yahoo.co.jp
FAX：020-4668-8925
郵便：〒460-0003
名古屋市中区錦2-18-5 MBE178 リメンバー名古屋

応募期限

問合わせ先・原稿送り先

※寄稿くださった全ての原稿を掲載することができませ
んことを、あらかじめご了承ください。
※掲載にあたり、内容、表現についてご相談させていた
だく場合があります。

   最近知ったことなのですが、家庭に子どもが

産まれると、行政からさまざまな子育てのサポ

ート情報が届けられ、保健師が各家庭を訪問し

手助けをします。さらに各地に児童館などの施

設があったりと、とても手厚いサポート態勢が

作られています。それは、行政に限ったことで

はなく、地域社会の中で、みんなで支え合って

いこうという意識が非常に強いように感じます。

   もちろん、それでも不足と感じる人もいると

思いますが、同じく、いやそれ以上に支えが必

要とされる、人が亡くなった時のサポートと比

較すると、あまりにその差が大きいことに愕然

としました。家族が亡くなった時、行政は大き

な支えになってくれることはありません。自死

の場合は特に、地域社会は支えどころか、遠巻

きにされたり、時に非難されることさえありま

す。

   「子どもへの投資は未来への投資である」と

いうようなことがよく言われます。逆に言うな

らば、亡くなった者は「過去」であり、過去へ

の投資、サポートはしないという意識が一般に

はあるのでしょう。亡くなった者の歳を数える

ことが無駄の典型のように言われ、忘れてあげ

ることが供養であると言われたり、とかく亡く

なった者と関わり続けることに対し、世間は冷

やかで、否定的な感じがします。 

   リメンバー―憶えている、忘れずにいる。そ

んな場所である遺族会は、その意味で、世間に

はなかなか広くは受けいれられない存在なので

しょう。きっと世の人々は、人を亡くして悲し

む顔よりも、子どもの笑顔を見たいのかもしれ

ません。たとえそれが不確かなものでも、未来

という希望を持たないと生きていけないのかも

しれません。

   今日も日本では、産まれた子どもとおおよそ

同じぐらいの数の人が亡くなっています。人を

失うことの辛さは多くの人と共有できるはずだ

と思います。自死も含めて、その辛さをわかち

あい、支え合えるようになること―そんな未来

への希望は、もう少しだけ捨てずにいたいと思

います。（KN)

応募方法


